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日本被団協、ノーベル平和賞受賞 
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＝ノーベル委員会、報道発表で高校生平和大使ら若者のとりくみの意義についても言及＝ 

10月 11日、ノルウェーのノーベル賞委員会は 2024年のノーベ

ル平和賞を日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）に授与す

ることを発表しました。日本被団協は広島と長崎の被爆者の全国

組織で、原爆投下の 11年後の 1956年に結成されました。 

中東、ウクライナ、スーダン、西アフリカ、ハイチ、ミャンマ

ーなど世界各地で激しい紛争が続き、子どもたちを含む罪なき多

くの市民の命が奪われている現状を憂い、今年度のノーベル平和

賞については「世界秩序機関の無能ぶり」に対する厳しい批判の

意を込め、ノーベル委員会は授与を見送り「該当者なし」とする

べきだとの意見もありました。 

このような状況下で、ノーベル賞委員会のフリードネス委員長

は日本被団協への授賞理由として「核兵器のない世界を実現する

ための努力」と「核兵器が二度と使われてはならないことを目撃

証言を通じて示してきたこと」を挙げました。 

また、英語とノルウェー語で公表された報道発表では「いつか

歴史の目撃者としての被爆者はわれわれの前からいなくなる。し

かし、記憶を守る強い文化と継続的なとりくみにより、日本の新

しい世代は被爆者の経験とメッセージを受け継いでいる。彼らは

世界中の人々に感動を与え、教育している。こうして、彼らは核

兵器使用のタブーを維持し、人類の平和な未来のための前提条件

を守る手助けをしている（One day, the Hibakusha will no longer 

be among us as witnesses to history. But with a strong culture 

of remembrance and continued commitment, new generations in 

Japan are carrying forward the experience and the message of 

the witnesses. They are inspiring and educating people around 

the world. In this way they are helping to maintain the nuclear 

taboo –  a precondition of a peaceful future for humanity.）」

と、高校生平和大使をはじめとした日本の若い世代のとりくみと

その意義について、高く評価しています。 

今年 6 月、藤井ロレアさん（カナディアンアカデミィ 3 年生）

が木場笑里さん（長崎・活水高校 3年）、野田優祥さん（広島・ACIJ

高校 2 年）とともにノルウェー・オスロを訪問し、核兵器廃絶・

平和な社会実現に向けたとりくみについて各地で交流し、活動の

アピールを行いました。藤井さんは貞清百合子さん（灘区在住）

の被爆体験を伝え、自分たちの思いを訴えました。今回のノーベ

ル平和賞受賞に向けて、高校生た

ちは大変重要な役割を果たしたと

言えます。引き続き、高校生平和

大使の活動支援とともに、私たち

大人の責任として平和な世界を次

世代につないでいくためのとりく

みをすすめていきましょう。 
貞清さんの被爆体験について発表する藤井さん 

プレスリリースはこちら 

https://www.nobelprize.org/prizes/peace/2024/press-release/ 

第1５回 ＴＯＭＯ－ＫＥＮ ～友に学ぶ 共に学ぶ～ 
（青年教育実践交流集会）開催 

 

 

 

 

10月12日（土）～13日（日）、東京・日本教育会館において「第15回 TOMO

‐KEN」が開催されました。兵高教からの参加者の感想です。 

TOMO-KEN に初めて参加し、最初は不安でいっぱいでしたが、終わって振り返ってみる

と、とても充実した2日間だったなと感じています。自己紹介や分科会を通して、同じ悩み

を持っている人たちと日頃の悩みを共有できた事が大変良かったです。 

また、全国からたくさんのなかまが集まるので「こんな考えもあるんだな」「参考にしてみ

たいな」等、色んな考えを教えてもらうこともできました。 

懇親会では仕事以外の話で盛り上がり楽しい会となりました。 

2日間で学んだことをこれからの職務に活かしていきたいと思います。 

 

学校厚生会WEB会員事前登録

はお済みですか？ 
 

2025 年1 月14 日より、学校厚生会各種事業

の申請や会員情報の届出・変更などの手続き、申

請履歴等の各種照会、申請結果等の通知が、会員

個人の専用ページ「マイ厚生会」からとなります。 

なお、「マイ厚生会」の利用には、「WEB会員」

登録が必須となります。 
 
WEB 会員事前登録がまだの方は、以下のリン

ク先を参照の上お早めにお済ませください。 
 

【WEB会員事前登録ガイド】 

https://www.kouseikai.or.jp/kouseikai_blog/ 

koho/2024/06/2025114web.html 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

今後の主な日程 
 
◆教育改革全国キャンペーン中央集会 2024 

 「子どもの権利が守られる社会をめざして」（仮） 

と き 11月２日（土）13:00～16:00 

形 態 You Tube LIVEによる限定配信  
   
◆第１０回障害のある教職員ネットワーク全国集会 

 と き 11月２３日（土）13:00～ 

  ところ 日本教育会館  
 
◆第29回日教組近畿ブロック青年部交流学習会 

 と き 1月11日（土）13:00 

～12日（日）11:40 

  ところ 和歌山県民文化会館／アバローム紀の国 

                 ※上記参照  
 
★詳細は書記局までお問い合わせください。 

近畿ブロック各府県の若いなかまとともに学び、交流を深

めましょう。 

※部分参加（1日のみ）の場合は書記局にご相談ください。 

                  ※以上、総務省Ｗｅｂサイトより転載 

兵庫県選挙管理委員会 

第５０回衆議院議員総選挙・第２６回最高裁判所裁判官国民審査について

https://web.pref.hyogo.lg.jp/si01/senkyo/2024senkyo/syugiin.html 

※期日前投票所一覧や選挙公報が確認できます。 

 

★選挙権は私たちの大切な権利であり、教育公務員としてこの権利を率先して行

使することが重要です。家族、友人、知人および選挙権を有する生徒たちにも

投票参加を呼びかけましょう。 

兵高教女性部アンケート 

子どもたちが元気に学び、そして私たち教職員がいきいきと働ける学校・

職場にするために、みなさんの思いや願いを聞かせてください。いただいた

ご意見は、対県専門部交渉で職場の声として要求したいと思います。女性・

男性を問わず、多くの方の声をお聞かせください。未組合員の方にもご協力

を呼びかけていただけると幸いです。 

ご提供いただきました情報やご意見については、上記以外の目的で利用す

ることはありません。また第三者に提供することはございません。 

以下のURLまたは右の二次元コードを 

読み取り、回答してください。 

よろしくお願いいたします。 

https://x.gd/Pkq4d 

 

県民署名にご協力ください！ 
 
「誰一人取り残さない」教育を実現し、すべての子ど

もの学習権保障に向けて、私たちの思いを行政・議会

に伝えましょう。 
 

①「ゆたかな神戸の教育を実現するための署名」 

   本部集約：１０月２６日（土） 
 

②「兵庫の教育をよくする県民署名」 

   本部集約：１１月１６日（土） 
 
※署名用紙は各分会に郵送しています。ご家族、ご友

人、職場のなかまにも協力を呼びかけてください。 

 集約日までに書記局まで郵送、持参をお願いします。 


